
会  議  録 

 
 

会議の名称 
 

 
平成１９年度第 6回富士見市図書館協議会 

 
開 催 日 時 

 

 
平成２０年 3月１5日（土）午前 10時 00分～12時 00分 

 
開 催 場 所 

 

 
中央図書館 レセプション室 

出 席 者 

 
中澤佳珠代委員、京谷恵子委員、岩田仁委員、佐藤安宏委員、

塙千数委員、高橋千代子委員、細田幸子委員、上松恵美子 
委員、吉田広子委員 
○事務局 出井中央図書館長、石川ふじみ野分館長 

欠 席 者 対馬明子委員 

公開・非公開 公開（傍聴人 ０人） 

 
会 議 次 第 

 

 
○出井中央図書館長あいさつ 
○岩田委員長あいさつ 
○報告連絡事項等 
○協議事項 
１．富士見市図書館サービス計画（案）について 
２．図書館協議会答申内容の取組み状況について 

 

会 議 資 料 

 
①図書館主催事業報告等資料 
②富士見市子ども読書活動推進計画（案）に対する図書館協議

会における意見 
③富士見市図書館サービス計画（案） 
④平成２０年度図書館予算概要 

 
会議録確認 

 

 
岩田仁委員 



会  議  内  容（要点記録） 
報告連絡事項 

（１）図書館主催事業について 
小学生春の工作会、富士見市関係新聞記事目録（２００７年） 
＊資料に基づき説明。 

（２）平成２０年度図書館費予算の概要について 
＊資料に基づき説明。 

（3）３月定例市議会について 
＊議会の経過を報告（一般質問内容） 

（４）さざなみだより２月号 
＊特集記事について説明。 

（５）視覚障害者用機器の寄贈受入れについて 
＊日本テレビ（２４時間テレビ）より福祉機器の寄贈決定。 

 
質疑・意見各委員の意見（※は事務局） 
○学校では図書室が安息の場としての役割も果たしている。図書館においてもボラン

ティアの参加等地域との関わりが大切。 
○図書館はコミュニケーションを深める場。ボランティアとして具体的にやれること

の提示を。また、記事目録は入口や閲覧席等目につくところにあったほうがよい。

※新聞記事の保存については、（郷土資料として）富士見の図書館でしかやらないこと。

貸出し以外にも大事な業務があることのアピールも必要だと思う。 
○さざなみだよりで（常時）図書館のことを分かりやすく説明してほしい。 
○パンフレット化して大事な内容を手元に持てたら。公民館の地図等載せてみたら。

○期限票に載せたり、さざなみだよりの記事をシリーズ化して有効に使えればよい。

○宿題はインターネットの丸写しが多い。ステップアップできるよう指導を。 
○学校と図書館の連携があまりできてない。ノウハウを伝えられるよう定期的交流を。

○子どもは本が好きなので、手許にあれば読む。配本等をうまく利用したい。 
※学校との連携については、直接話し合う機会を持つことが大切で、それによって相

互の理解が深められる。 
※ふじみ野分館でも図書整理員の相談に乗ったことがある。個別の相談も気軽に。 
○さざなみだよりを目に付きやすいところに掲示したらどうか。また、バックヤード

ツアーを開催したり展示等グループなどにも参加できる部分をつくったらどうか。

（他機関との）コラボレーションも多くなっているようだ。 
※バックヤードツアーについては、博物館や動物園等で実施しているところがある。

○寄贈が決定した福祉機器の説明を受けたい。音読グループ等にも声をかけてほしい。

○担当職員をきちんと配置して、市民への貸出を予定してほしい。 
※せっかくの機器なので、有効に使えるよう活用方法等を検討する。 
○音声パソコンについては、利用者は使えるのでボランティアの勉強が必要。一般に

広報することも必要。 
○図書館とボランティアの連携が必要と思うが、職員が忙しそうなので…。 
※ボランティア推進計画（仮称）については、来年度には策定したい。うまく整理を

かけていきたいと思うので、協議会でもご意見を伺ってすすめたい。 
 



協議事項 

（１）富士見市子ども読書活動推進計画（案）－協議会で出された意見に対する回答

について 
＊資料に基づき説明。 

 
質疑・意見各委員の意見（※は事務局） 
○子どもを集めるのは難しいことだが、社会福祉協議会子ども部会で話してみたい。

○小学校ではどんな本が良いかいつも頭を悩ませている。 
○本に限らず、人形劇等をやってみたらどうか。 
○組織化が大切。小さい子どもがいっしょで参加しづらい人も多い。 
○観劇等については保育もある。 
※親子ふれあいの部屋があり、日常的な利用もある。 
○子どもがいられる広場のような場があれば。 
※計画に関する意見については、今回で終わりということではなくまた適宜確認をお

願いすることになる。 
○公民館や交流センターから遠い人も多いので、駅の利用、活用を考えてほしい。 
（２）富士見市立図書館サービス計画（案）について 
＊資料に基づき説明。 
※前回会議の際に配布したもので、現行の計画とは後半、特に「重点的サービス」以

降を変更している。（２回目なので）意見については、は３月中にお願いしたい。 
○（計画の実行性を担保するために）３ヵ年計画や予算をしっかり措置してほしい。

 

その他 

（１）次回会議について 
   4月１9日（土）午前１０時、中央図書館レセプション室で開催。 
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